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⽇時：2009/10/24 (Sat) 15：00〜16：30；京都保健衛⽣専⾨学校 視聴覚室 
参加⼈数：30(28)⼈ 
 
主題：僧帽弁逆流 
副題：〜⼼エコー図から⾒えてくること〜 
講師：⼭野 哲弘 先⽣ (京都府⽴医科⼤学付属病院 循環器内科 臨床検査部 助教) 
 
急速な⾼齢化社会によって弁膜症が今後さらに増えていくことが予測されています。そう
いった背景を踏まえて今回、僧帽弁逆流について逆流の原因、弁性状、半定量・定量法など
を詳細に講演していただいた。 
術中の VTR では、実際の器質的変化や腱索断裂を⾒せて頂いた。術中所⾒とエコー所⾒の
ミスマッチもあり、少なくとも前・後尖 or 両尖の逸脱部位は、正確に評価するポイントで
ある。また⼿術適応条件の重症逆流を評価するため PISA 法と Volumetric 法を⽤いて報告
されていた。半定量結果や他のモダリティと⽐較することでより正確な評価が可能になり
ます。術前評価の LV パラメーター(EF,LV 径)＋逆流量が多いほど術後の左⼼機能が良くな
らないと先⽣のデータで説明頂いた。 
⼿術適応のデータをしっかり記録し報告することの重要性、また外科のない施設でもエコ
ー診断の精度を上げるため結果のフィードバックを受けることが重要であり、早期治療に
役⽴つ検査データに努めたいと思います。 
 

2009/10/30 報告：今川 昇 (京都⼯場保健会) 
 


